
〔解説〕 501（航空機観測）

日本気象学会1996年度秋季大会シンポジウム

「航空機で観る大気一航空機で何がわかるか一」の報告

はじめに

中　村　健　治＊

　大気科学の対象は大気であり，大気を広域にわたっ

て直接観測することのできる航空機観測は大気科学の

発展にとって不可欠と思える．技術的にも直接観測，

リモートセンシング，等に大きな発展がある．その一

方，最近は航空機観測以外でも地上からのリモートセ

ンシング観測，また衛星観測などにより広域にわたる

実態観測がかなり可能となってきている．地球科学が

システムとして把握され，現象の多面的な実態把握が

必要となり，各種の測器を動員しての観測が多くなっ

てきている現代において，航空機観測によって分かる

こと，航空機観測の持つ意味を再検討し，航空機観測

によって得られるあるいは期待される新しい知見，そ

れから開かれる新しい大気科学を展望することを目的

として今回のシンポジウムを企画した．

　今回のシンポジウムでは下の5題目を取り上げた．

　（1）大気運動の観測

　　　一大気波動の研究と航空機観測一

　　　佐藤　薫（京都大学大学院理学研究科）

　（2）メソ降水観測

　　　一メソ降水雲系の研究発展と航空機観測一

　　　藤吉康志（北海道大学低温科学研究所）

　（3）放射構造の観測

　　　一放射に関する最近の話題と航空機観測による

　　　　検証一

　　　中島映至（東京大学気候システム研究セン

　　　　ター）

　（4）大気成分の観測

　　　一大気成分変動の研究と航空機観測への期待一

　　　吉田尚弘（名古屋大学大気水圏科学研究所）

＊名古屋大学大気水圏科学研究所．
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一1997年5月22日受領一

一1997年6月30日受理一

　（5）航空機からの雲・降水のリモートセンシング

　　　ー衛星観測のための技術実証および衛星検証一

　　　熊谷　博（郵政省通信総合研究所）

　（1）では対流圏上部から成層圏における，幾つかの

航空機キャンペーン観測により明らかとなった重力波

の実態，そして，物質の微細構造及び輸送と重力波の

関わりについて最近の話題が紹介されている．

　（2）ではメソスケール降水雲系の航空機観測につい

て，その歴史が紹介されている．また，将来の観測の

あり方として，実時間モデルとの組み合わせによる機

動的な航空機観測が提唱されている．

　（3）では最近とみに重要性が増してきている雲・エ

アロゾルについての航空機観測の意義について述べら

れた．また，衛星観測の校正のための航空機観測の意

義にも触れられている．さらにわが国において気象・

気候コミュニティーが使える観測用航空機の必要性が

強調された．

　（4）では話題が変わってアイソトポマー（同位体を

含む分子種）の測定による大気中の環境成分の循環の

観測について，同位体分析によるワインの産地，年代

の決定，というような分かり易い例えを交えて話され

た．このような観測では航空機による現場でのサンプ

リングが不可欠となる．また，将来の航空機上での準

リアルタイム計測への期待もつけ加えられた．

　（5）『は最後として，’リモートセンシングのプラット

フォームとしての航空機，そして特に衛星観測の基礎

としての航空機観測について紹介された．リモートセ

ンサとしては降雨レーダ，雲レーダがある．降雨レー

ダは特に本年（1997年）に降雨レーダを搭載した熱帯

降雨観測衛星（TRMM）が打ち上げられる予定であ

り，それと強い関連を持っている．

　内容を欲張ったためか話題はいささか広がりすぎて

しまった嫌いがあったが，航空機観測について参加者
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